
年間授業計画

高等学校 令和５年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

１
学
期

第３章　生涯を通じる健康
第１節　生涯の各段階における健康
・ライフステージと健康の関連について説明で
きるようにさせる。
・各ライフステージで活用できる社会からの支
援について例をあげられるようにする。

・指導事項
１　ライフステージと健康
・教材
　教科書P76～P77

○ ○

・加齢に伴う心身の変化について知り、壮年期
以降の健康課題を知り、高齢社会における取
り組みについて理解を深める。

・指導事項
７　中高年と健康
・教材
教科書P90～P91

○ ○
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保健体育 保健
保健体育 保健 1

新高等保健体育　保体702

保健体育

　保健の見方・考え方を働かせて、合理的、計画的な解決に向けた学習過程を通して、生涯を通じて人々が自らの健康や環境を適切に管理し、改善していくための資質・能力を次のとおり育成する。

保健

【（１）知識及び技能】 【（２）思考力、判断力、表現力等】 【（３）学びに向かう力、人間性等】

（１組：鮏川） （２組：江原） （３組：江原） （４組：鮏川） （５組：髙安） （６組：髙安）

　個人及び社会生活における健康・安全について理解を深めるととも
に、技能を身に付けるようにする。

　健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に
向けて思考し判断するとともに、目的や状況に応じて他者に伝える力を養
う。

　生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを支える環境づく
りを目指し、明るく豊かで活力あるの生活を営む態度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

○ 1

・心身ともに大人への過渡期である思春期に
起こる心の成長について、男女の意識の違い
なども含めて理解を深めさせる。

1

・思春期における、男女それぞれの生殖器官
の発達や、それにともなう責任ある行動の重要
性などについての理解を深めさせる。
・受精のメカニズムを知り、妊娠から出産まで
の過程と、胎児と母体の変化についての理解
を深めさせる。

・指導事項
４　妊娠・出産と健康
・教材
教科書P82～P83
 発展①性教育について考えてみようP86

○ ○ ○ 3

・指導事項
２　思春期と健康
・教材
　教科書P78～P79 ○ ○ ○ 1

・思春期における、男女それぞれの生殖器官
の発達や、それにともなう責任ある行動の重要
性などについての理解を深める。

・指導事項
３　性意識と性行動の選択
・教材
 教科書P80～P81

○ ○ ○

１　ライフステージと健康
（１）ライフステージと健康の関連について説明している。
（２）各ライフステージで活用できる社会からの支援につい
て具体例をあげている。

２　思春期と健康
(1)思春期に起こる心の変化や性意識の男女差について、
正しい知識をもつことができようにする。
(2)男女の性意識の違いについて知り、自らの行動に適切
に反映することができるようにさせる。

３　性意識と性行動の選択
(１)思春期の心の変化について知るとともに、男女の性意識
の違いについても積極的に学習させる。
(２)生殖器の成長によって、生殖機能が備わることについ
て、正しい知識をもつことができる。
(３)二次性徴におけるからだの成長について、自らのからだ
の変化と関連づけて考えることができる。
（４)男女の生殖器官の発達について、それぞれ、積極的に
調べることができる。

４　妊娠・出産と健康
(1)生殖器の成長によって、生殖機能が備わることについ
て、正しい知識をもつことができる。
(2)二次性徴におけるからだの成長について、自らのからだ
の変化と関連づけて考えることができる。
(3)男女の生殖器官の発達について、それぞれ、積極的に
調べることができる。
(４)受精の仕組み、妊娠の経過、出産の過程について男女
とも正しい知識をもつことができる。
(５)女性は、自らが経験するかもしれないこととして、男性も
課題を見つけて考えることができる。
(６)受精から妊娠、出産までの過程のメカニズムについて、
教科書などから積極的に調べることができる。

3

・結婚に関する制度を知るとともに、家族の健
康を保つために、どのような対策が必要である
かについての理解を深める。

・指導事項
６　結婚生活と健康
・教材
教科書P88～P89

○ ○ ○ 1

・家族計画の意義や避妊法の特徴などを知
り、人工妊娠中絶が心身に及ぼす影響およ
び、人工授精・体外受精などの問題点につい
ても理解を深める。

・指導事項
５　避妊法と人工妊娠中絶
・教材
教科書P84～P85
発展②それは、本当に正しい避妊法ですかP87 ○ ○ ○

５　避妊法と人工妊娠中絶
(１)人工妊娠中絶による影響や生殖補助医療技術の発達
による新たな問題について、正しく理解できる。
(２)家族計画の重要性を認識し、自らの将来に当てはめて
考えることができる。
(３)家族計画を立てることの重要性を理解し、人工妊娠中絶
による心身への影響などについても積極的に学習できる。

６　結婚生活と健康
(1)結婚に関する制度と、家庭が健康に果たす役割につい
て、正しい知識をもつことができる。
(2)結婚の意義や家庭と健康のかかわりについて、自らの家
族や将来に当てはめて考えることができる。
(3)健康の保持・増進のために、家庭が担う役割について、
積極的に調べることができる。

○ 1

・１学期の学習内容を理解できるようにさせる。 ・指導事項
・教材
１学期期末確認テスト
（知・思・態の３観点から問題を出題）

○ ○ ○ 1

・１学期を振り返り、学習内容を理解できるよう
にさせる。

・指導事項
　1学期の学習内容の復習
・教材
 P86～87
　性教育について考えてみよう
　それは本当に正しい避妊法ですか？

○ ○ ○ 1

（１）避妊法について理解を深め正しい知識を身に付けてい
る。
（２）性教育の重要性を認識し、自らの将来に当てはめて考
え将来において正しい行動選択ができる。
（３）課題発見型学習において仲間と協力して話し合いに主
体的に取り組もうとしている。

７　中高年と健康
(1)加齢とは何か、壮年期以降にはどのような健康課題がで
てくるのかについて知り、高齢社会における取り組みについ
て、正しい知識をもつことができる。
(2)加齢による心身の変化について、自らの将来に当てはめ
て考えることができる。
(3)加齢に伴う心身の変化や壮年期以降の健康課題、高齢
社会における取り組みなどについて、積極的に調べること
ができる。

1学期　配当時間数　



・医薬品の有効性と危険性の両面について知
り、医薬品は正しく使用する必要があることに
ついての理解を深める。

・指導事項
９　医薬品の制度とその活用
教科書P120～P121

９　医薬品の制度とその活用
(2)医薬品を正しく使用するための情報を日常生活に当て
はめて、適切に選択することができる。

第２節　労働と健康
・労働と健康のかかわりについて理解を深め
る。また、職業の選択に当たって考慮すべきこ
とについて考えることができるようにする。

・指導事項
８　働くことと健康
・教材
教科書P92～P93

８　働くことと健康
(1)労働者を守るしくみを知り、労働環境の変化にともなう健
康問題について、正しい知識をもつことができる。
(2)職業選択の際の注意点について、自らの将来に当ては
めて考えることができる。
(3)労働と健康のかかわりや健康生活を送るための職場・家
庭・地域の役割について、積極的に学習できる。

○ ○ ○ 1

・労働災害や職業病について知り、労災予防
のための対策についての理解を深める。

・指導事項
９　労働災害と健康
・教材
教科書P94～P95

○ ○

1

1

９　労働災害と健康
(1)労働災害の実態、その原因や防止のための対策につい
て、正しい知識をもつことができる。
(2)労働災害の原因を正しく理解し、将来労働災害に遭わな
いための適切な行動について考えることができる。
(3)労働災害について考え、労災防止のための対策などに
ついて、積極的に学習できる。

・２学期を振り返り、学習内容を理解できるよう
にさせる。

・指導事項
・２学期の学習内容の復習
・教材
　教科書P122医療機関のかかわり方について学ぶ
　教科書P123サリドマイド薬害に学ぶ

【発展】
（１）薬害事件について理解し、個人的・社会的対策につい
て理解を深めている。
（２）健康づくりの重要性を認識し、自らの将来に当てはめて
考え将来において正しい行動選択ができる。
（３）課題発見型学習において仲間と協力して話し合いに主
体的に取り組もうとしている。

・私たちの身の回りにある保健機関・医療機関
について、それぞれの機関がもつ役割につい
て理解を深め、活用できるようにする。

・指導事項
８　医療サービスとその活用

教科書P118～P119

発展　教科書P122
医療機関のかかわり方について考えてみよう

○

1０　健康的な職業生活
(1)労働者の健康・安全を守る法律や制度を知るとともに、
労働者自身の心がけについても理解できる。
(2)ヘルスプロモーションの実現のために企業が果たす役割
について、身近な問題として考えることができる。
(3)労働者の健康・安全をまもるために、どのような施策がと
られているか積極的に調査し、学習できる。

・労働者の健康・安全をまもるために、わが国
で行われている施策について知るとともに、自
らがとるべき対策についても理解を深める。

・指導事項
1０　健康的な職業生活
発展　仕事を健康の視点から考えてみよう。
・教材
教科書P96～P97
教科書P98

○ ○ ○ 1

・水質汚濁や土壌汚染の現状・防止対策につ
いて知るとともに、公害などによる健康被害に
ついても理解を深める。

・指導事項
２　水質汚濁、土壌汚染と健康
・教材
教科書P102～P103

○ ○ ○ 2

１．大気汚染と健康
(1)大気汚染の定義と、健康に被害を及ぼす物質などに関
する、正しい知識をもつことができる。
(2)大気汚染による健康被害を防止するための対策を、積
極的に考えることができる。
(3)大気汚染による健康被害を防ぐためには、どのような対
策が必要であるかを積極的に調べることができる。

第４章　健康を支える環境づくり
第１節　環境・食品と健康
・大気汚染の原因を知るとともに、大気汚染に
よって引き起こされる健康被害について考え、
大気汚染防止のための対策についての理解
を深める。

・指導事項
１．大気汚染と健康
・教材
教科書P100～P101

2

２　水質汚濁、土壌汚染と健康
(1)自然環境の水を通した循環について知り、水や土壌の
汚染が発生の経過や、防止のために行われている対策な
どについて、正しい知識をもつことができる。
(2)水質汚濁や土壌汚染を防止するために、私たちが行うこ
とができる身近な対策を考え、自らの行動に反映することが
できる。
(3)水質汚濁や土壌汚染による健康被害について、その原
因と対策を積極的に調べることができる。

３　環境と健康にかかわる対策
(1)地球環境の歴史と、生物多様性保持の重要性について
正しい知識をもつことができる。また、環境汚染の現状など
について、正しい知識をもつことができる。
(2)地球環境問題の原因を知り、解決のために必要な行動
について考えることができる。
(3)地球環境の変化の歴史と、現在の問題点について、積
極的に課題を見つけることができる。
(４)有害な化学物質による健康被害の危険性や、それらの
管理方法について正しい知識をもつことができる。
(５)産業廃棄物問題を自らの健康にも直接かかわる問題と
して捉え、考えることができる。
(６)産業廃棄物処理問題の構造と、その解決策について、
積極的に課題を見つけ、学習することができる。

○ 1

○ 1

○ ○ ○ 1

○ ○

５　食品の安全性６食品衛生にかかわる活動
(1)食品による健康被害と、その予防のために行われている
対策について、正しい知識をもつことができる。
(2)自らの食生活において、健康被害に遭わないために必
要な行動を、適切に選択することができる。
(3)食品によって起こる健康被害や、防止のための対策など
について、積極的に調べることができる。

７　保健サービスとその活用
(1)わが国の保健行政・医療制度などについての、正しい知
識をもつことができる。
(2)わが国の保健・医療に関する制度について、自らの健康
の保持・増進に直接かかわるものとして捉え、考えることが
できる。
(3)わが国の保健行政や医療制度などについて、その具体
的な施策などを、積極的に調べることができる。

○ ○

４　ごみの処理と上下水道の整備
(1)ゴミ処理の4つの方法や上下水道の仕組みなどについ
て、正しい知識をもつことができる。また、ゴミの減量化に向
けた３R運動などの取り組みについて、正しい知識をもつこ
とができる。
(2)上下水道の設備やゴミの分別など、身近な問題として捉
え、考えることができる。
(3)環境衛生向上のための上下水道の整備方法やゴミ処理
方法について、積極的に課題を見つけ、学習できる。

○

○ ○ ○

・私たちを取り巻く環境についての歴史を知
り、生物多様性の保持の重要性や、近年の人
間活動による汚染の急増、地球環境問題など
についての理解を深める。
・産業廃棄物を処理する過程での不法投棄や
不法な焼却などの問題点を知り、産業廃棄物
による環境汚染を防ぐための施策についての
理解を深める。

・指導事項
３　環境と健康にかかわる対策
発展　過去の公害を振り返ってみよう
・教材
教科書P104～P105

・食品による健康被害の種類を知り、このよう
な被害を防止するために行われている施策に
ついての理解を深める。

・指導事項
５　食品の安全性
教科書P110～P111
６　食品衛生にかかわる活動
教科書P112～P113
発展P114健康食品などの広告を分析してみよう
発展P115栄養素や食品のブームについて考えよう

わが国における上下水道の整備状況やゴミ処
理方法について理解を深めるとともに、ゴミを
少なくするための方策についての理解を深め
る。

・指導事項
４　ごみの処理と上下水道の整備
発展　海洋プラスチックごみについて考えよう
教科書P106～P107

第２節　保健・医療制度と機関
・わが国で行われている、保健行政について
具体的な施策を知るとともに、医療制度の仕
組みやサービスについても理解を深める。

８　医療サービスとその活用
(1)保健・医療機関がそれぞれもっている役割やサービスに
ついて、正しい知識をもつことができる。
(2)保健・医療機関の利用方法について理解し、自らの生活
のなかで適切に利用することができる。
(3)身近にある保健・医療機関の役割や場所、医療機関の
利用法などを、積極的に調べることができる。

○ ○ ○

○ ○ ○

２
学
期

・指導事項
７　保健サービスとその活用

教科書P66～P69
○ ○

1

1
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1

・２学期の学習内容を理解できるようにさせる。 ・指導事項

・教材
３学期期末確認テスト
（知・思・態の３観点から問題を出題）



○○○

【発展】
（１）健康情報が正しく活用されるために、個人的・社会的対
策について理解を深めている。
（２）の重要性を認識し、自らの将来に当てはめて考え将来
において正しい行動選択ができる。
（３）課題発見型学習において、仲間と協力して話し合いに
主体的に取り組もうとしている。

・指導事項
・３学期の学習内容の復習
・教材
　教科書P128～P129
　あなたは健康情報を正しく判断していますか
　健康政策を考えてみよう

・３学期を振り返り、学習内容を理解できるよう
にさせる。

○○

11　健康に関する環境づくりと社会参加
(1)健康の保持増進のための環境について、正しい知識を
もつことができる。また、ヘルスプロモーションを進めるため
の取り組みについて、正しい知識をもつことができる。
(2)健康を保持・増進するのに必要な取り組みについて調べ
る適切に活用することができる。
(3)健康増進の取り組みについて、自らの生活に当てはめて
考え、積極的に健康増進を図ろうとすることができる。

・指導事項
11　健康に関する環境づくりと社会参加
教科書P126～P127

○

・健康の増進のために、積極的な健康づくりで
ある「ヘルスプロモーション」が重要になってき
ていることを知り、そのためのわが国や世界各
国での取り組みについての理解を深める。

・３学期の学習内容を理解できるようにさせる。

・わが国や世界で行われている、健康の保持・
増進をはかるための保健活動や対策につい
て知り、民間機関、国際機関の活動について
の理解を深める。

・指導事項
１０　さまざまな保険活動や社会的対策

教科書P124～P125

１０　さまざまな保険活動や社会的対策
(1)わが国で行われている保健活動について、正しい知識
をもつことができる。また、国際的に行われている保健活動
について、正しい知識をもつことができる。
(2)自らの健康の保持・増進をはかるために、ヘルスプロ
モーションの考えに沿って積極的に調べ、さまざまな保健
対策を利用することができる。
(3)わが国や世界で行われている保健活動や対策につい
て、積極的に調べることができる。

○ ○

(1)医薬品の効果と副作用に関して、安全に使
用するための正しい知識をもつことができる。

発展　サリドマイド薬害に学ぶ (3)医薬品の効果と危険性の両面について理解し、日常生
活における医薬品の危険性について積極的に考えることが
できる。

○ ○

○ 2

○ 2

３
学
期

合計

35

1

・指導事項
・教材
３学期期末確認テスト
（知・思・態の３観点から問題を出題）

〇 〇 〇 1

8

2


